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会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
ご

ろ
よ
り
本
会
事
業
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
、
年
末
か
ら
雪
の
な
い

正
月
を
迎
え
ま
し
た
が
、
元
旦
早
々

に
石
川
県
能
登
半
島
大
地
震
が
あ
り
、

津
波
警
報
が
数
時
間
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、家
屋
の
倒
壊
・

　

瑞
穂
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
御
支
援
を

賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
末
よ
り
続
い
た
コ
ロ

ナ
禍
も
、
昨
年
五
月
の
連
休
明
け
以

降
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

等
の
対
応
と
な
り
、
学
校
で
は
こ
れ

ま
で
多
く
の
制
限
が
行
わ
れ
て
い
た

総
会
報
告

　

六
月
二
十
九
日（
木
）瑞
穂
会

館
に
お
い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
一
）
令
和
四
年
度
事
業
報
告 

　
　
　

並
び
に
決
算
報
告
に
つ
い 

　
　
　

て
・
会
計
監
査
報
告

　

①
令
和
四
年
度
瑞
穂
同
窓
会

　
　

基
本
金
積
立
金
決
算

　

②
令
和
四
年
度
瑞
穂
同
窓
会

　
　

経
常
費
収
支
決
算

（
二
）
令
和
五
年
度
事
業
計
画 

　
　
　

並
び
に
予
算
案
に
つい
て

（
三
）
役
員
改
選
に
つい
て

（
四
）
そ
の
他

（
一）に
つい
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
二
）に
つい
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
三
）に
つい
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
四
）そ
の
他

　

同
窓
会
車
両
に
つ
い
て
、令
和

七
年
一
月
に
リ
ー
ス
契
約
が
切

れ
る
こ
と
の
報
告
と
今
後
の
検

討
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
あ
り

ま
し
た
。

（
記
録　

齋
藤
浩
紀・加
藤
啄
弥
）

輪
島
市
の
大
火
災
等
の
映
像
か
ら
、

あ
の
酒
田
大
火
や
３
・
11
東
日
本
大

震
災
を
思
い
出
さ
れ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。鶴
岡
・

酒
田
市
で
は
津
波
警
報
が
発
せ
ら
れ
、

最
大
５
千
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
避

難
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
改
め
て
自

然
界
の
壮
大
な
力
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の
大
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
令
和
３
年
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
創
立
1
2
0
周
年
式
典
を

挙
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
同

窓
生
は
、
令
和
５
年
３
月
の
卒
業
生

を
含
め
１
万
７
千
名
を
超
え
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
中
、
本
校
だ
け
で
な

く
県
内
高
校
の
入
試
志
願
者
状
況
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
県
教
委

教
育
活
動
の
回
復
に
向
け
、
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
教
育

活
動
の
回
復
と
充
実
」
を
重
点
目
標

に
掲
げ
、
こ
れ
迄
止
む
無
く
中
止
や

縮
小
が
続
い
て
き
た
行
事
等
に
つ
い

て
、
検
討
と
準
備
を
重
ね
な
が
ら
、

目
標
の
実
現
に
向
け
着
実
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
、
本
校
は
創
立
１
２
２
周

年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
未
曾
有
の
状
況
に
あ
っ
て
も
、

生
徒
・
保
護
者
・
職
員
そ
し
て
同
窓

会
が
協
働
し
、
多
く
の
御
支
援
と
御

協
力
が
集
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
校
の
教
育
活
動
は
、
各
分
野
に
お

い
て
充
実
し
た
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全

が
発
表
し
た
数
字
を
み
る
と
、
軒
並

み
定
員
割
れ
し
て
い
る
公
立
学
校
数

の
多
さ
に
驚
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
併

せ
て
実
業
高
校
関
係
で
は
、
本
校
よ

り
厳
し
い
学
校
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

田
川
地
区
に
お
い
て
は
、
皆
さ
ま

ご
承
知
の
通
り
昨
年
１
３
５
年
の
歴

史
を
誇
る
鶴
岡
南
高
校
の
閉
校
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
１０
月

に
は
鶴
岡
北
高
校
の
閉
校
式
典
も
開

催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
は
中
高
一
貫
校
（
致
道

館
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
令
和

６
年
度
入
学
者
選
抜
か
ら
県
外
か
ら

の
志
願
者
を
募
集
し
て
い
る
学
校
に

加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
段
と
少
子
化
が
進
む
中
に
あ
っ
て

国
大
会
（
北
陸
）
に
お
い
て
、
本
校

史
上
初
と
な
る
意
見
発
表
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
平
板

測
量
競
技
会
で
県
大
会
優
勝
を
掴
み
、

県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
（
熊
本
）

出
場
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

部
活
動
に
お
い
て
は
、
剣
道
部
が

夏
の
県
高
校
総
体
で
は
惜
し
く
も
優

勝
を
逃
し
た
も
の
の
、
堂
々
の
団
体

準
優
勝
。
続
く
秋
の
県
新
人
大
会
で

は
、
見
事
４３
年
振
り
に
団
体
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
東
北
大
会
を
は
じ

め
、
全
国
選
抜
大
会
へ
の
出
場
を
目

指
し
て
、
今
後
も
剣
道
部
諸
君
の
奮

闘
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
で
は
地
域
と
連
携
・
協
働
し
、

農
業
の
学
び
を
通
し
て
地
域
に
貢
献

し
活
躍
す
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
学

は
、「
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
学

校
」「
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
学
校
」

の
姿
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
校
長

先
生
が
先
頭
に
立
ち
教
職
員
の
皆
さ

ん
が
、
本
校
の
魅
力
発
信
等
に
努
力

さ
れ
、
受
験
生
の
確
保
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
在
校
生
の
減
少
傾
向

に
つ
い
て
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
本
校
の
歴
史
と
伝
統
に
危
機
感

を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
鶴

岡
S
E
A
D
S
校
長
百
瀬
清
昭
氏
が
、

山
形
新
聞
提
言
で
「
農
業
は
い
の
ち

を
育
て
、
夢
を
育
む
仕
事
。
田
畑
が

人
を
育
て
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

農
業
を
学
ん
だ
一
人
と
し
て
暖
か
み

と
安
堵
感
を
覚
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

結
び
に
、
母
校
の
発
展
と
会
員
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念
し
あ
い

さ
つ
と
し
ま
す
。

校
と
共
に
地
域
と
連
携
し
た
教
育
活

動
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
度

文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
本
年
度
は
「
庄

農
う
ど
ん
大
作
戦
」
等
、
地
域
と
連

携
・
協
働
し
た
教
育
活
動
が
評
価
さ

れ
、
教
職
員
一
同
が
優
秀
組
織
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
栄
誉
に
あ

ず
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
偏
に
、

本
校
の
教
育
活
動
を
支
え
る
同
窓

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
が
、
長
年
に
わ

た
り
御
支
援
を
惜
し
ま
ず
、
絶
え
ず

御
協
力
い
た
だ
い
た
賜
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
教
育
活
動
に
邁
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
挨
拶

ご
挨
拶

同窓会長

齋 藤 　隆
校　長

坂 井　孝 朗
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◇
同
窓
会
役
員
名
簿
◇

【
顧
　
問
】
新
田
嘉
一

　

保
科
直
士　

土
井
博

【
会
　
長
】
齋
藤
隆

【
副
会
長
】
阿
部
昇
司  

佐
藤
恵
美
子

　

齋
藤
久　

坂
井
孝
朗

【
理
　
事
】
成
澤
正
身　

板
垣
允
俊

　

阿
曽
千
一　

佐
藤
敬　

熊
田
洋
勝

　

去
渡
勝
宏　

佐
藤
伸　

加
藤
欣
也

　

笹
原
俊
明

【
監
　
事
】
長
南
進　

加
藤
正
彦

【
評
議
員
】
石
井
善
兵
衛　

佐
藤
才

　

佐
藤
弥
一　

相
馬
一
廣　

高
橋
勉

　

川
村
章
一　

池
田
源
衛

《
支
部
長
》

【
朝
　
日
】
佐
藤
芳
彌　

阿
部
努

　

佐
藤
幸
男

【
櫛
　
引
】
蓮
池
昇

【
羽
　
黒
】
岡
部
彌
一
郎　

野
口
一
広

　

渡
辺
一

【
三
　
川
】
小
林
茂
吉　

菅
原
弘
行

　

工
藤
忠
雄

【
藤
　
島
】
工
藤
正
喜　

加
藤
均

新
副
会
長　

齋
藤　

久

新
支
部
長

【
長
沼
支
部
】　

加
藤　

均

【
東
栄
支
部
】　

上
林　

淳 

【
黄
金
支
部
】　

松
浦　

賢 

【
東
平
田
支
部
】
佐
藤
一
男

【
中
平
田
支
部
】
岩
崎　

博

【
平
田
支
部
】　

富
樫
文
雄

工
藤　

啓
一
（
栄
支
部
）

齋
藤　

綺
斗
（
狩
川
支
部
）

髙
橋　

栄
吉
（
遊
佐
支
部
）

長
坂　

謙
治
（
旧
職
員
）

齋
藤　
　

良
（
旧
職
員
）

新
副
会
長
・
支
部
長
紹
介

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す（
敬
称
略
）

松
浦
　
　
敏

　

こ
の
度
は
、
一
農
業
者
で
あ
る
私

が
、
栄
え
あ
る
旭
日
単
光
章
叙
勲
の

栄
に
浴
し
た
事
は
、
身
に
余
る
光
栄

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

在
学
中
に
担
任
の
渡
部
充
夫
先
生

よ
り
地
域
の
農
業
の
大
切
さ
を
教
示

さ
れ
、
卒
業
と
同
時
に
農
業
を
志
し

た
自
分
は
数
多
く
の
先
輩
、
同
志
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
地
域
農
業

振
興
の
大
切
さ
を
柱
に
し
つ
つ
色
々

な
活
動
を
通
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

５７
年
の
農
業
人
生
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
同
時
に
地
域
農
業
の
大
切
さ
が

改
め
て
認
め
て
頂
い
た
も
の
と
思
い
、

こ
れ
ま
で
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
地

域
の
皆
さ
ん
始
め
数
多
く
の
同
志
の

皆
さ
ん
と
喜
び
を
共
に
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

厳
し
い
環
境
下
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
あ
る
限
り
、
山
あ
り
、

川
あ
り
、
海
あ
り
、
そ
し
て
平
野
が

あ
る
、
こ
の
庄
内
農
業
を
守
っ
て
行

け
る
よ
う
に
多
く
の
皆
さ
ん
と
今
後

も
活
動
で
き
た
ら
と
思
う
次
第
で
す
。

　

叙
勲
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
技
能
長
（
学
校

技
能
員
）
を
し
て
お
り
ま
す
前
田
と

申
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
永
年
勤
続
表
彰
を
賜
り

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
教
職
員
は
じ
め
同
窓
会
の
皆

様
方
の
支
え
が
あ
っ
て
の
事
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
26
年
度
よ
り
本
校
に
お

世
話
に
な
り
、
今
年
で
10
年
目
に
な

り
ま
す
。
本
校
に
異
動
す
る
前
は
、

各
県
立
病
院
の
電
気
設
備
全
般
を
管

理
監
督
す
る
電
気
主
任
技
術
者
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
日
本
海
病
院
11
年
、

新
庄
病
院
8
年
河
北
病
院
2
年
と
渡

り
歩
き
最
後
は
中
央
病
院
に
行
く
予

定
で
し
た
が
、
家
庭
の
事
情
で
庄
内

を
希
望
し
た
と
こ
ろ
本
校
に
異
動
に

な
り
ま
し
た
。
異
動
し
て
き
た
当
初

は
外
仕
事
の
経
験
も
な
い
た
め
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
分
か
ら

ず
随
分
と
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
特
に
農
業
科
の
先
生
方
か

ら
は
色
々
と
ご
指
導
、
ご
支
援
頂
き

今
現
在
も
色
々
と
助
け
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
本
校
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何

卒
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

『
旭
日
単
光
章
』喜
び
の
声

褒
章
・
叙
勲
受
章
者

　
旭
日
単
光
章
　

　
　
松
浦
　
　
敏
　
殿

藤
島
地
区
連
絡
協
議
会 

会
長
　
工
藤
正
喜

　

４
年
ぶ
り
に
藤
島
地
区
活
動
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
地
域
交
流
会
を
開

催
し
た
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
校
歌
合

唱
の
後
、
開
会
行
事
に
入
り
、
同
窓

会
長
、
校
長
の
祝
辞
に
続
き
県
議
会

議
員
、
鶴
岡
市
長
、
亀
井
文
行
や
ま

が
た
特
命
観
光
つ
や
姫
大
使
等
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が

披
露
さ
れ
た
。

　

交
流
会
長

の
私
は
学
生

の
頃
、
自
分

達
で
育
て
た

農
産
物
の
販

売
実
習
で
買

っ
て
も
ら
っ

た
地
元
の
方

永
年
勤
続
表
彰
者

学校技能員
技能長
前田　　誠 10年

か
ら
「
安
く
て
美
味
し
か
っ
た
か
ら

ま
た
来
て
の
」
と
喜
ば
れ
た
事
を
思

い
出
し
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
と
地
元
、

同
窓
会
が
一
緒
に
な
り
応
援
し
て
行

き
た
い
と
挨
拶
し
た
。

　

記
念
講
演
で
樹
木
医
の
渡
部
佐
界

庄
内
園
芸
緑
化
会
長
よ
り
「
緑
に
親

し
も
う
」
と
題
し
て
の
話
を
聞
き
、

緑
の
大
切
さ
を
知
る
事
が
で
き
た
。

又
、
卒
業
生
の
歌
手
佐
藤
善
人
さ
ん

か
ら
歌
で
会
を
盛
り
上
げ
で
も
ら
い

有
意
義
な
会
で
あ
り
ま
し
た
。

庄
内
町
の
集
い 

事
務
局
　
奥
山
俊
一

�

（
大
和
支
部
長
）

　

庄
内
町
は
瑞
穂
同
窓
会
、
八
支
部

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
過
去
３
回
休
会
し
ま
し
た
が
、
１２

月
２
日
第
４
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
４０
名
の
参
加
者
で
第
６
回
瑞
穂
同

窓
会
庄
内
町
の
集
い
を
開
催
。
吉
宮

茂
氏
の
進
行
で
、
斎
藤
会
長
の
挨
拶
、

坂
井
校
長
の
学
校
現
状
報
告
。
講
演

は
卒
業
生
の
富
樫
透
庄
内
町
長
よ
り

「
庄
内
町
は
元
気
で
住
み
よ
い
と
こ

ろ
」
の
講
演
を
頂
き
、
町
づ
く
り
へ

の
７
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
政
策
と
将
来
像

を
熱
く
語
っ
て
頂
き
参
加
者
も
努
力
す

る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
は

太
田
重
義
氏

の
発
声
で
乾

杯
、
懇
親
会

を
和
気
藹
々

の
も
と
会
員

交
流
で
過
ご

し
ま
し
た
。

　

来
年
も
参

加
し
元
気
で

頑
張
ろ
う
と

皆
で
確
認
し

ま
し
た
。

　

上
林
淳

【
立
　
川
】
長
南
等　

吉
宮
茂

【
余
　
目
】
日
下
部
市
雄　
土
屋
真
佐
見

　

奥
山
俊
一　

國
井
和
雄　

池
田
伸
一

　

太
田
重
義

【
温
　
海
】
五
十
嵐
庄
一

【
鶴
　
岡
】
五
十
嵐
昌
哉　

斎
藤
吉
蔵

　

石
井
善
兵
衛 

鈴
木
敬
一 

木
村
陽
一

　

工
藤
啓
市　

藤
原
潔　

松
浦
賢

　

三
浦
伸
一 

難
波
衛
市　

後
藤
勇

【
酒
　
田
】
松
本
文
雄　

佐
藤
幸
喜

　

大
川
巌　

斎
藤
成
司　

佐
藤
一
男

　

岩
崎
博　

佐
藤
守　

川
村
章
一

　

青
葉
徹　

島
田
良
彦　

斎
藤
努

【
松
　
山
】
佐
々
木
知
夫

【
平
　
田
】
富
樫
文
雄

【
八
　
幡
】
後
藤
孝
之
助

【
遊
　
佐
】
池
田
源
衛

【
山
　
形
】

【
新
　
潟
】
冨
樫
由

【
北
海
道
】
石
川
清

【
首
都
圏
】

【
事
務
局
】
齋
藤
智
洋　

長
南
優

　

成
澤
幸
喜　

叶
野
哲　

齋
藤
浩
紀

　

佐
竹
正
浩　

佐
藤
政
宏　

土
門
渉

　

加
藤
啄
弥　

池
田
ま
ゆ
み
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引
き
続
き
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た「
や
ま
が
た
雪
未
来
国
ス
ポ
」

で
の
プ
ラ
ン
タ
ー
飾
花
に
向
け
た
栽

培
活
動
も
含
め
、
生
徒
・
教
員
共
に

各
種
デ
ジ
タ
ル
化
設
備
を
活
用
し
た

実
習
・
研
究
活
動
を
継
続
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

果
　
樹

　

果
樹
部
門
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の

減
少
や
教
育
課
程
改
編
に
よ
る
授
業

時
数
の
縮
小
に
よ
っ
て
、
現
在
の
果

樹
園
の
維
持
・
管
理
が
以
前
よ
り
も

令和 5 年度卒業生進路先一覧
※敬称略。五十音順。（　）内数字は複数決定数

【就職】２７名
〈県内〉２４名　株式会社プレステージ・インターナショ
ナル山形ＢＰＯパーク、株式会社ケーアイロードメンテ
ィナンス、株式会社庄内クリエート工業、株式会社まる
味食品八栄島ＧＰセンター、株式会社ファンシーフラワ
ー、株式会社マルハチ、株式会社あいとサービス、株
式会社ミウラカーズ・ワン、株式会社山本組、オリエンタ
ルモーター株式会社、加藤建設管工株式会社、株式
会社山形飛鳥（２）、株式会社九兵衛旅館、阿部建設
株式会社、株式会社三洋、株式会社庄内浜食品、株
式会社グリーンメタル、株式会社平田牧場、有限会社
木村屋、株式会社コミュニティ新聞社、医療法人社団
みつわ会、社会福祉法人恵泉会、社会福祉法人なの
花荘

〈県外〉１名　株式会社ハマケイ
〈公務員〉3名
自衛隊一般曹候補生（海上）、自衛隊一般曹候補生

（陸上）（２）

【進学】１６名
〈４年制大学〉３名
東北農林専門職大学（農林業経営学部農業経営学
科）、新潟食料農業大学（食料産業学部食料産業学
科）、東北公益文科大学（公益学部公益学科）

〈大学校〉７名
山形県立農林大学校（林業経営学科（２）、野菜・花き
経営学科、稲作経営学科、農産加工経営学科）、山
形県立産業技術短期大学校庄内校（ＩＴ会計ビジネ
ス科）、日本航空大学校北海道（航空技術科）

〈専門学校〉６名
新潟デザイン専門学校（グラフィックデザイン科）、新潟
農業・バイオ専門学校（バイオテクノロジー科）、国際ビ
ューティーモード専門学校（ヘアメイク科）、仙台リゾ
ート＆スポーツ専門学校（スポーツインストラクター科）、
仙台こども専門学校（保育科）酒田調理師専門学校

（高度調理技術科）、山形県立庄内職業能力開発セ
ンター（金属技術科）

作
　
物

　

今
年
度
は
夏
の
猛
暑
の
影
響
で
米

の
品
質
が
低
下
し
、
２
等
米
や
３
等

米
と
い
う
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
ミ
ル

キ
ー
ク
イ
ー
ン
が
『
あ
な
た
が
選
ぶ

日
本
一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
』

の
高
校
生
部
門
で
『
優
秀
金
賞
』
に

輝
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
９
月
に

は
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
維
持
審
査
が
行
わ
れ

維
持
認
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
良
食
味
米
の
生

産
、Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
維
持
を
目
指
し
、『
安

心
・
安
全
な
米
づ
く
り
』
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
　
菜

　

今
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
5
類
に
移
行
さ
れ
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
春
先
の
野

菜
苗
販
売
を
4
年
ぶ
り
に
再
開
す
る

農
場
だ
よ
り

こ
と
が
で
き
、
地
域
の
方
々
に
好
評

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
付
け
に
つ
い
て
は
例
年
並
み
に

植
え
付
け
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た

が
、
夏
の
高
温
、
水
不
足
に
よ
っ
て

の
生
育
不
良
、
収
量
減
収
な
ど
大
変

な
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
無
事
に
収
穫
の
秋
を
迎
え
地

域
の
方
々
へ
高
品
質
の
野
菜
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
高
品
質
の
野
菜
を
提
供
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。草

　
花

　

昨
年
度
ま
で
に
続
き
、
藤
島
歴
史

公
園
や
福
祉
施
設
で
の
花
壇
整
備
活

動
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
天
候
不
順
に
よ
る
シ
ク

ラ
メ
ン
等
へ
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
各
所
で
好
評
を
い
た
だ
く
ま

で
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

地
域
の
卒
業
式
等
を
彩
る
サ
イ
ネ
リ

ア
の
栽
培
、
春
花
壇
用
の
育
苗
等
に

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
履
修

生
徒
の
懸
命
な
管
理
学
習
や
実
習
に

よ
っ
て
、
毎
年
美
味
し
い
果
実
の
収

穫
・
生
産
が
で
き
て
お
り
、
販
売
実

習
で
は
、
問
い
合
わ
せ
や
注
文
な
ど

を
多
数
頂
く
な
ど
、
周
辺
地
域
の

方
々
か
ら
は
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
教
育
資

源
と
し
て
の
果
樹
園
の
維
持
・
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

食
品
加
工

　

加
工
部
門
で
は
、「
庄
農
う
ど
ん
」

や
「
ニ
ュ
ー
ピ
ス
」
な
ど
の
加
工
品

を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ

ー
ピ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
か
げ

さ
ま
で
今
年
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
つ
る
お

か
大
産
業
祭
、
麺
フ
ェ
ス
、
庄
農
祭

な
ど
沢
山
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

に
お
い
て
„
庄
農
加
工
品
＂
を
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
回
完

売
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
ご
好
評
い

た
だ
い
て
お
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

加
工
部
門
は
地
域
活
性
化
、
そ
し

て
地
方
創
生
を
意
識
し
た
取
り
組
み

を
今
後
も
続
け
、
庄
内
農
業
高
校
の

生
徒
が
今
後
も
地
域
と
共
に
、
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

畜
　
産

　

今
年
度
も
引
き
続
き
伝
染
病
対
策

の
一
環
と
し
て
、
消
毒
箇
所
の
設
置

や
飼
養
衛
生
管
理
の
徹
底
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
外
部
か
ら
動
物
が
侵
入

で
き
な
い
よ
う
に
畜
舎
の
周
囲
に
防

護
柵
の
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
な
ど
徹

底
は
図
り
ま
し
た
。
8
月
に
牛
、
12

月
に
豚
を
出
荷
し
、
現
在
は
山
羊
・

鶏
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
応
じ
、
今
年
度
で
畜
産
部

門
は
終
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

畜
産
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
、

生
徒
、
関
係
機
関
全
て
の
方
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
は
、
剣
道
部
に
入
部
し
た
時
に

東
北
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を

目
標
に
日
々
の
稽
古
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度
ま
で

は
大
会
で
中
々
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
た
く
さ
ん
し

ま
し
た
が
、
３
年
生
に
な
り
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
県

大
会
で
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
大

会
に
臨
み
、
県
２
位
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
逃
し
ま
し
た
が
、

東
北
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

東
北
大
会
で
は
、
初
め
て
の
大
き

な
大
会
で
し
た
が
、
会
場
の
空
気
に

の
ま
れ
な
い
よ
う
に
試
合
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
予
選

リ
ー
グ
を
勝
ち
上
が
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
ま
で
で
１
番

良
い
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
高
校
一
年
生
か
ら
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
て
、
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
を
目
標
に
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。
３
年
生
の
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
切
符

を
掴
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
で
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
い

つ
も
通
り
の
気
持
ち
で
落
ち
着
い
て

試
技
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
体
が
強

ば
っ
て
思
う
よ
う
に
動
か
ず
、
自
己

ベ
ス
ト
す
ら
挙
げ
ら
れ
ず
悔
し
い
結

果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

同
月
に
行
わ
れ
た
東
北
総
合
体
育

大
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
悔
し

さ
と
、
こ
の
大
会
で
高
校
最
後
の
試

合
に
な
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
同
様
に
気
合
が
入
り
ま
し
た
。
結

果
、
Ｃ
＆
Ｊ
、
ト
ー
タ
ル
で
自
己
の

記
録
を
更
新
し
、
最
後
の
試
合
で
東

北
大
会
と
い
う
大
き
な
舞
台
で
、
三

　

私
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
東
北

大
会
に
出
場
し
、
先
輩
方
が
残
し
て

き
た
う
ど
ん
部
の
歴
史
と
自
分
達
の

活
動
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表

の
練
習
で
は
、
し
っ
か
り
声
を
出
す

こ
と
を
意
識
し
、
聞
く
人
に
伝
わ
る

よ
う
に
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
の
作
成
で
は
、
見
や
す

い
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
ス
ラ
イ

ド
の
作
成
を
行
い
、
時
系
列
や
色
合

い
に
注
意
し
な
が
ら
、
見
る
人
に
ス

ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
な
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
が
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
練

習
を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
で
、
優

秀
賞
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
達
の

活
動
を
後
輩
に
繋
げ
て
い
き
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
達
の
チ
ー
ム
は
農
業
ク
ラ
ブ
の
測

量
部
門
に
お
い
て
全
国
大
会
へ
出
場
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
全
国
大
会

を
目
指
す
と
い
う
よ
り
、
授
業
の
中

で
誤
差
無
し
で
測
量
す
る
こ
と
に
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
く
中
、
県
大
会
で

も
ピッ
タ
リ
い
く
と
い
い
な
と
い
う
気
持

ち
で
し
た
。
何
回
も
測
量
を
練
習
す

る
な
か
で
県
大
会
を
迎
え
予
定
通
り

県
で
最
優
秀
を
獲
り
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
掴
み
ま
し
た
。
夏
は
練
習
の

数
を
増
や
し
ミ
ス
を
で
き
る
だ
け
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
東
北
大
会

の
あ
と
は
今
ま
で
以
上
に
笹
原
先
生

　

第
１７
回
あ
な
た
が
選
ぶ
日
本
一
お

い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
高
校
生
部
門

で
庄
農
産
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
が
優

秀
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
一
年
間
、
春
の
播
種
作
業
か

ら
、
夏
の
暑
い
日
の
草
刈
り
な
ど
を

乗
り
越
え
て
収
穫
し
た
米
は
品
質
が

あ
ま
り
よ
く
な
く
米
コ
ン
テ
ス
ト
で

決
勝
大
会
ま
で
残
れ
る
か
不
安
で
し

た
が
、
決
勝
ま
で
残
り
ま
し
た
。
高

校
生
部
門
６０
点
か
ら
最
終
審
査
6
校

ま
で
入
り
優
秀
金
賞
を
受
賞
し
た
時

は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、
一
年
間

作
業
を
頑
張
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
レ
ベ
ル
の
高

い
米
を
作
っ
て
最
優
秀
金
賞
を
狙
い
、

来
年
度
か
ら
も
米
作
り
を
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
６
月
に
行
わ
れ
た
意

見
発
表
県
大
会
で
最
優
秀
を
受
賞
し
、

　

私
た
ち
剣
道
部
は
、
１１
月
４
日
・

５
日
に
寒
河
江
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
た
、
県
高
校
新
人
大
会
に
出
場
し
、

本
校
４３
年
ぶ
り
と
な
る
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な

食料生産科３年

坂本　琉成

食品科学科3年

川村　空

食品科学科3年

五十嵐　香奈

食料生産科３年

髙山　光

食料生産科３年

五十嵐　真都

食料生産科３年

横山　真人

食料生産科２年

山口　優晴

県
総
体
男
子
団
体
準
優
勝
、

東
北
大
会
に
出
場
し
て

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場・

東
北
総
合
体
育
大
会
３
位
入
賞

プ
ロ
ジ
ェク
ト
発
表東

北
大
会
優
秀
賞

サ
ー
ベ
イ
コ
ン
テ
ス
ト・

県
平
板
測
量
競
技
最
優
秀
賞

第
17
回
あ
な
た
が
選
ぶ

日
本
一お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
金
賞

県
意
見
発
表
最
優
秀
賞
、

東
北
大
会
優
秀
賞

県
新
人
男
子
団
体
優
勝

剣道部

ウェイトリフティング

剣道部

農業クラブ

農業クラブ

農業クラブ

農業クラブ 位
入
賞
と
表
彰
台
に
立
て
た
こ
と
が

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

結
果
を
出
せ
た
の
は
先
生
方
や
Ｏ
Ｂ

の
方
々
、
い
つ
も
側
で
支
え
て
く
だ
さ

る
保
護
者
の
方
々
の
力
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
目
標
に
掲
げ
、
日
々
稽
古
に
励
ん

で
い
ま
す
。
今
回
の
優
勝
は
私
た
ち

に
と
っ
て
、
大
き
な
自
信
と
や
り
が

い
に
変
わ
り
、
部
員
一
人
一
人
が
今

度
は
追
わ
れ
る
側
に
な
っ
た
と
い
う

自
覚
を
持
ち
、
よ
り
一
層
稽
古
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
結
果

に
満
足
せ
ず
、
次
へ
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
部
一
丸
と
な
り
頑
張
る
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
に
岩
手
県
で
行
わ
れ
た
東
北
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
発
表
し
た
内

容
は
課
題
研
究
で
取
り
組
ん
で
い
る

稲
作
と
小
麦
の
複
合
経
営
に
つ
い
て

で
す
。
県
大
会
当
日
、
と
て
も
緊
張

す
る
状
況
で
し
た
が
自
分
の
意
見
が

聴
衆
に
届
く
よ
う
に
気
持
ち
を
込
め

て
発
表
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
北
大
会
か

ら
は
、
質
疑
応
答
が
加
わ
る
た
め
、

発
表
練
習
の
他
に
、
質
疑
応
答
対
策

と
し
て
小
麦
の
研
究
内
容
を
思
い
出

し
な
が
ら
適
切
に
答
え
る
練
習
を
何

度
も
行
い
ま
し
た
。
東
北
大
会
で
は
、

今
ま
で
で
一
番
の
発
表
が
で
き
ま
し

た
が
、
質
疑
応
答
が
上
手
く
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
結
果
は
、

優
秀
賞
で
し
た
。
こ
の
活
動
で
得
た

自
分
の
意
見
を
伝
え
る
力
、
文
章
力

を
今
後
の
生
活
に
役
立
て
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

の
指
導
は
厳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
お
か
げ
で
全
国
大
会
で
も
落
ち

着
い
て
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
経
験
で
私
は
仲
間
と
協
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
何
事
も
諦
め

な
い
忍
耐
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
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令
和
5
年
度 

農
業
ク
ラ
ブ
等 

成
績

校
　
内
　
大
　
会

☆
校
内
意
見
発
表
会
　
5
月
26
日
（
金
）

　
最
優
秀　
『
わ
が
家
の
経
営
改
善　

～
小
麦
栽
培
へ
の
挑
戦
～
』

�

食
料
生
産
科
3
年　

横
山　

真
人

�

県
大
会
出
場

　

優　

秀　
『
悠
久
の
文
化
を
獅
子
と
共
に
紡
ぐ
』�

�
食
品
科
学
科
3
年　

阿
部　

優
汰

�

県
大
会
出
場

　

優　

秀　
『
米
粉
の
可
能
性
を
探
る
！
』

�

食
品
科
学
科
2
年　

工
藤　

和
歩

�

県
大
会
出
場

　

優　

秀　
『
未
来
の
農
業
を
変
え
る
育
種
家
を
目
指
し
て
』�

�

食
品
科
学
科
3
年　

五
十
嵐
香
奈

　

優　

秀　
『
私
の
就
農
プ
ラ
ン
～
夢
を
追
い
か
け
て
～
』

�

食
料
生
産
科
3
年　

五
十
嵐　

楓

　

優　

秀　
『
将
来
を
見
据
え
て
～
食
品
ロ
ス
の
脱
却
か
ら
～
』

�

食
品
科
学
科
2
年　

髙
橋　
　

空

　

優　

秀　
『
私
が
描
く
農
業
の
未
来
』

�

食
料
生
産
科
2
年　

丸
山　

夕
陽

☆
校
内
農
業
鑑
定
競
技
会

　
実
物
：
6
月
15
日
㈭
・
筆
記
：
6
月
30
日
㈮

【
農
業
コ
ー
ス
】
最
優
秀 

A
科
3
年　

小
林
凜
太
朗

　

�

優　

秀 

A
科
3
年　

冨
樫　

琉
楓

　

�

優　

秀 

A
科
3
年　

前
野　

壮
汰

　

�

優　

秀 

A
科
1
年　

若
生　

琉
介

　

�

優　

秀 

A
科
3
年　

阿
部　

昊
介

　

�

優　

秀 

A
科
2
年　

丸
山　

夕
陽

　

�

優　

秀 

A
科
1
年　

仲
川　

晃
生

　

�

優　

秀 

A
科
3
年　

𠮷
田　

愛
美

　

�

優　

秀 

A
科
３
年　

五
十
嵐　

楓

　

�

優　

秀 

A
科
３
年　

五
十
嵐
真
都

【
食
品
コ
ー
ス
】
最
優
秀 

B
科
2
年　

髙
橋　
　

空

　

�

優　

秀 

B
科
2
年　

工
藤　

和
歩

　

�

優　

秀 

B
科
3
年　

難
波　

月
愛

　

�

優　

秀 

B
科
2
年　

阿
部　

優
歩

　

�

優　

秀 

B
科
2
年　

鈴
木　

桃
香

　

�

優　

秀 

B
科
2
年　

阿
部　

優
心

　

�

優　

秀 

B
科
2
年　

上
林　

夢
生

　

�

優　

秀 

B
科
2
年　

長
谷
川
柚
奈

　

�

優　

秀 

B
科
3
年　

五
十
嵐
香
奈

　

�

優　

秀 

B
科
3
年　

若
松　

千
紗

　

�

優　

秀 

B
科
2
年　

櫻
井
萠
々
花

　

�

※
最
優
秀
の
両
名
は
全
国
大
会
出
場

☆
校
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
　
11
月
8
日
㈬

　

最
優
秀　

食
品
科
学
科
３
年

　
　
　
　
　

五
十
嵐　

香
奈　

他
5
名

　
『「
庄
農
う
ど
ん
大
作
戦
！
」
season
5
』

�

県
大
会
出
場

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
３
年

　
　
　
　
　

佐
々
木
雄
大　

他
7
名　

　
『
私
た
ち
の
S
D
G
s
』

�

県
大
会
出
場

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
３
年

　
　
　
　
　

土
門　

結
音　

他
3
名

　
『
水
稲
栽
培
の
労
力
軽
減
Ⅱ
～
直
播
栽
培
で
春
作
業
ら
く
ら
く
！
～
』

�

県
大
会
出
場

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
３
年

　
　
　
　
　

冨
樫　

琉
楓　

他
２
名

　
『「
ゆ
き
ち
か
ら
」
収
量
Ｕ
Ｐ
大
作
戦

　

～
庄
内
産
小
麦
の
栽
培
技
術
向
上
・
安
定
生
産
を
目
指
し
て
～
』

�

県
大
会
出
場

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
３
年

　
　
　
　
　

髙
山　

光　

他
3
名

　
『
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
ブ
ド
ウ
栽
培
』

県
大
会

☆
サ
ー
ベ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
　
6
月
7
日
㈬

　
会
場
：
山
形
県
総
合
運
動
公
園

【
平
板
測
量
の
部
】

　

優
　
勝　

庄
内
農
業
高
校
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

食
料
生
産
科
3
年　

髙
山　
　

光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
真
陽
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
雄
大

　
　
　
　
　

食
品
科
学
科
3
年　

丸
山　

将
志

【
Ｕ
Ａ
Ｖ
測
量
の
部
】

　

準
優
勝　

食
料
生
産
科
2
年　

釼
持　
　

司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

凌
誠

☆
県
平
板
測
量
競
技
会
　
6
月
7
日
㈬

　
会
場
：
山
形
県
総
合
運
動
公
園

　

最
優
秀　

庄
内
農
業
高
校
Ａ
チ
ー
ム　

　
　
　
　
　

食
料
生
産
科
3
年　

髙
山　
　

光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
真
陽
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
雄
大

　
　
　
　
　

食
品
科
学
科
3
年　

丸
山　

将
志

�

東
北
大
会
・
全
国
大
会
出
場

　

優　

秀　

庄
内
農
業
高
校
Ｂ
チ
ー
ム　

　
　
　
　
　

食
料
生
産
科
3
年　

五
十
嵐
真
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
崎　

啓
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
合　

優
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

琉
成

�

東
北
大
会
出
場

☆
県
家
畜
審
査
競
技
会
　
6
月
9
日
㈮

　
会
場
：
玉
庭
放
牧
場
（
川
西
町
玉
庭
）

【
肉
牛
の
部
】

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
3
年　

若
松　

楚
良

　

出　

場　

食
品
科
学
科
3
年　

齋
藤
明
日
花

☆
県
農
業
情
報
処
理
競
技
会
　
6
月
21
日
㈬

　
会
場
：
上
山
明
新
館
高
校

　

出　

場　

食
品
科
学
科
3
年　

五
十
嵐
香
奈

　

出　

場　

食
品
科
学
科
2
年　

上
林　

夢
生

☆
県
意
見
発
表
会
　
6
月
22
日
㈭

　
会
場
：
庄
内
農
業
高
校

　

最
優
秀　

食
料
生
産
科
3
年　

横
山　

真
人

　

分
野
Ⅰ
類
（
生
産
・
流
通
・
経
営
）

�

『
わ
が
家
の
経
営
プ
ラ
ン
～
小
麦
導
入
へ
の
道
～
』

�

東
北
大
会
出
場

　

出　

場　

食
品
科
学
科
2
年　

工
藤　

和
歩

　

分
野
Ⅱ
類
（
開
発
・
保
全
・
創
造
）

�

『
米
粉
の
新
た
な
可
能
性
を
見
出
す
』

　

出　

場　

食
品
科
学
科
3
年　

阿
部　

優
汰

　

分
野
Ⅲ
類
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

�

『
時
代
を
越
え
る
襷
〜
東
堀
越
獅
子
踊
り
〜
』

☆
県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
　
12
月
7
日
㈭

　
会
場
：
山
形
テ
ル
サ

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
3
年　

　
　
　
　
　

小
林
凜
太
朗　

他
7
名

　　
分
野
Ⅰ
類
（
生
産
・
流
通
・
経
営
）『
次
世
代
「
庄
内
米
」

　
　
　
　
　
　
　

生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
「
省
力
化
」「
コ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　�

軽
減
」「
高
品
質
化
」
を
目
指
し
て
～
』

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
3
年

　
　
　
　
　

冨
樫　

琉
楓　

他
4
名

　

分
野
Ⅰ
類
（
生
産
・
流
通
・
経
営
）『「
ゆ
き
ち
か
ら
」

　
　
　
　
　
　
　

収
量
Ｕ
Ｐ
大
作
戦
～
庄
内
産
小
麦
の
栽
培

　
　
　
　
　
　
　

�

技
術
向
上
・
安
定
生
産
を
目
指
し
て
～
』

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
3
年

　
　
　
　
　

佐
々
木
雄
大　

他
7
名

　

分
野
Ⅱ
類
（
開
発
・
保
全
・
創
造
）『
私
た
ち
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
　
　
　
　
　

� 

～
資
源
循
環
型
農
業
へ
の
取
り
組
み
～
』

　

優　

秀　

食
品
科
学
科
3
年

　
　
　
　
　

五
十
嵐　

香
奈　

他
5
名

　

分
野
Ⅲ
類
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

�

『「
庄
農
う
ど
ん
大
作
戦
！
S
e
a
s
o
n
5
」』

東
北
大
会

☆
第
74
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
東
北
連
盟
岩
手
大
会

　
8
月
24
㈭
～
25
日
㈮

【
意
見
発
表
会
】

会
場
：
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
3
年　

横
山　

真
人

　

分
野
Ⅰ
類
（
生
産
・
流
通
・
経
営
）

�
『
わ
が
家
の
経
営
プ
ラ
ン
～
小
麦
導
入
へ
の
道
～
』

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
】

会
場
：
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

　

優　

秀　

食
料
生
産
科
3
年　

五
十
嵐　

楓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ッ
ク
か
り
ん

　
　
　
　
　

食
品
科
学
科
3
年　

五
十
嵐
香
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
明
日
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
沙
希
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
野　

瑞
季

　

分
野
Ⅲ
類
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
『
私
た
ち
の
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

「
庄
農
う
ど
ん
大
作
戦
！
」』

【
平
板
測
量
競
技
会
】　
　

会
場
：
花
巻
市
総
合
体
育
館
/
日
居
城
野
運
動
公
園

　

出　

場　

庄
内
農
業
高
校
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

食
料
生
産
科
3
年　

髙
山　
　

光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
真
陽
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
雄
大

　
　
　
　
　

食
品
科
学
科
3
年　

丸
山　

将
志

　

出　

場　

庄
内
農
業
高
校
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

食
料
生
産
科
3
年　

五
十
嵐
真
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
崎　

啓
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
合　

優
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

琉
成

全
国
大
会

☆
第
74
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
国
（
熊
本
）
大
会

　
10
月
25
日
㈬
～
26
日
㈭

【
平
板
測
量
競
技
会
】　
　

会
場
：
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
（
熊
本
市
）

　

出　

場　

庄
内
農
業
高
校
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

食
料
生
産
科
3
年　

髙
山　
　

光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
真
陽
留

　
　
　
　
　

食
品
科
学
科
3
年　

丸
山　

将
志

【
農
業
鑑
定
競
技
会
】　
　

会
場
：
熊
本
農
業
高
校
（
熊
本
市
）

　

出　

場　

農
業
コ
ー
ス

　
　
　
　
　

食
料
生
産
科
3
年　

小
林
凜
太
朗

　

出　

場　

食
品
コ
ー
ス

　
　
　
　
　

食
品
科
学
科
2
年　

髙
橋　
　

空

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ン
テ
ス
ト

☆
令
和
5
年
度
（
第
39
回
）
農
業
高
校
生
小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞
食
料
生
産
科
3
年　

横
山　

真
人

　
　
　
　
　
　
　 『
わ
が
家
の
経
営
プ
ラ
ン　

～
小
麦
導
入
へ
の
道
～
』

　

優
秀
賞　

食
品
科
学
科
3
年　

阿
部　

優
汰

　
　
　
　
　
『
東
堀
越
を
次
の
世
代
へ
』

　

優
秀
賞　

食
品
科
学
科
3
年　

五
十
嵐
香
奈

　
　
　
　
　
『
地
元
農
村
を
育
種
の
力
で
守
る
』

　

奨
励
賞　

食
料
生
産
科
3
年　

五
十
嵐　

楓

　
　
　
　
　
　
　 

『
私
の
就
農
プ
ラ
ン　

～
夢
を
追
い
か
け
て
～
』

☆
第
17
回
あ
な
た
選
ぶ
日
本
一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト　

　
優
秀
金
賞
食
料
生
産
科
3
年　

五
十
嵐
真
都



（7） 令和 ６ 年 3 月 1 日発行 第 67 号瑞 穂 会 報

農業クラブ：
県意見発表会

農業クラブ：
県プロジェクト発表会

農業クラブ：
東北プロジェクト発表会

農業と環境（生育調査）

野菜部門（野菜苗販売） 

果樹（学科選択） 

農業部うどん班
（庄農うどん大作戦）

令
和
5
年

庄
農
生
活
動
風
景

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

農業クラブ：
県家畜審査競技会



令和 ６ 年 3 月 1 日発行 （8）第 67 号 瑞 穂 会 報

月    日 事業内容 備　　　　考

９～10月 同窓会館補修 雨漏りのため、点検口（2階）取り付け

３月１日

３月16日

会報発行 第66号200部のみ発行（全面カラーＡ4版）
※卒業2年間を現物にて配布
本年度（令和4度）卒業生には卒業式の際に配
布

令和3年度卒業生については郵送
庄農ホームページに掲載

月    日 事業内容 備　　　　考

７月７日 瑞穂同窓会三役会 総会準備、協議事項の確認

７月７日 瑞穂同窓会理事会
　　　　評議員会 総会に提案の議事を審議

７月７日 瑞穂同窓会総会 令和3年度事業・決算報告
令和4年度事業・予算案等審議

７～２月 各支部総会 藤島支部総会：令和5年2月
24日（駅前町内会館）

令和４年度　庄内農業高等学校瑞穂同窓会事業報告（令和５年６月29日）

【収入の部】
項　　目 予算額 決算額 増　減 備　考

１． 卒業生入会金 192,000 192,000 0 48名×4000円

２． 終 身 会 費 432,000 432,000 0 48名×9000円

３． 学校教育協力費 240,000 240,000 0 48名×5000円

４． 繰 越 金 12,531 12,531 0

５． 繰 入 金 300,000 300,000 0

６． 基 本 金 利 子 130 28 △ 102 基本金利子

７． 雑 収 入 339 6 △ 333 利子

合　　計 1,177,000 1,176,565 △ 435

項　　目 予算額 決算額 増　減 備　考
Ⅰ 運 営 費 260,000 151,935 △ 108,065

１）事務費 60,000 71,242 11,242 はがき・切手
２）会議費 50,000 20,100 △ 29,900 理事会・三役会
３）旅費 50,000 60,593 10,593 理事会・三役会
４）基本金積立金 100,000 0 △ 100,000

Ⅱ 事 業 費 670,000 694,722 24,722
１）会報発行 60,000 63,800 3,800 印刷代・発行代
２）活性事業費 200,000 170,809 △ 29,191
３）記念品費 60,000 55,531 △ 4,469 永年勤続
４）慶弔費 30,000 17,312 △ 12,688
５）同期会奨励金 20,000 0 △ 20,000
６）支部活動助成金 90,000 40,000 △ 50,000 藤島
７）奨励費 100,000 175,000 75,000
８）同窓会車両保険料 110,000 172,270 62,270

Ⅲ  学校教育協力金 240,000 240,000 0
Ⅳ 雑 費 5,000 550 △ 4,450
Ⅴ 予 備 費 2,000 0 △ 2,000

合　　計 1,177,000 1,087,207 △ 89,793

令和４年度　庄内農業高等学校瑞穂同窓会経常費収支決算書（令和５年６月29日）
【支出の部】（単位：円） （単位：円）

収入 1,176,565円－支出 1,087,207円
� ＝差引残額　89,358円（次年度へ繰り越し）
　上記の通り決算報告する。 　令和５年６月29日
� 庄内農業高等学校瑞穂同窓会会長　齋　藤　　　隆

令和５年度　庄内農業高等学校瑞穂同窓会事業計画（令和５年６月29日）
１． 会 報 の 発 行 第67号を3月に発行する。
２． 感 謝 状 の 贈 呈 同窓会役員への感謝状の贈呈。
３． 記 念 品 の 贈 呈 褒章叙勲受章者並びに本校永年勤続者に記念品を贈る。
４． 奨 励 活 動 在校生のクラブ活動の振興を援助し、または卒業生で名声を博した者へ奨励金を贈り後援する。
５． 弔 慰 役員等に不幸があった際に弔電・香華料を贈る。会員に不幸があって支部より報告があれば会報に記載し弔慰を表す。
６． 同 期 会 の 奨 励 還暦時の同期会について、20,000円を助成する。
７． 支部活動の援助 各支部における総会並びに事業に対し、助成する。
８． そ の 他

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　考
１． 卒業生入会金 196,000 192,000 4,000 49名×4000円
２． 終 身 会 費 441,000 432,000 9,000 49名×9000円
３． 学校教育協力金 245,000 240,000 5,000 49名×5000円
４． 繰 越 金 89,358 12,531 76,827
５． 繰 入 金 300,000 300,000 0
６． 基 本 金 利 子 28 130 △ 102
７． 雑 収 入 614 339 275

合　　計 1,272,000 1,177,000 95,000

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　考
Ⅰ 運 営 費 260,000 260,000 0

１）事務費 75,000 60,000 15,000
２）会議費 20,000 50,000 △ 30,000
３）旅費 65,000 50,000 15,000
４）基本金積立金 100,000 100,000 0

Ⅱ 事 業 費 746,270 670,000
１）会報発行 65,000 60,000 5,000
２）活性事業費 180,000 200,000 △ 20,000
３）記念品費 50,000 60,000 △ 10,000
４）慶弔費 9,000 30,000 △ 21,000
５）同期会奨励金 20,000 20,000 0
６）支部活動助成金 70,000 90,000 △ 20,000
７）奨励費 180,000 100,000 80,000
８）同窓会車両保険料 172,270 110,000 62,270

Ⅲ  学校教育協力金 245,000 240,000 5,000 49名×5000円
Ⅳ 雑 費 2,500 5,000 △ 2,500
Ⅴ 予 備 費 18,230 2,000 16,230

合　　計 1,272,000 1,177,000 95,000

令和５年度　庄内農業高等学校瑞穂同窓会予算（令和５年６月29日）
【収入の部】 【支出の部】（単位：円） （単位：円）

＊令和4年度  瑞穂同窓会基本金積立金決算額 （令和5年3月31日現在）
前年度基本金積立合計金額 2,676,661円
一 般 会 計 へ -300,001円
み ず ほ 会 館・給 水 バルブ・天 井 工 事 費 用 -180,400円
預 金 利 子 14円

〔 基 本 金 積 立 合 計 金 額 ・・・・・・・・・・・・ 2,196,274円〕

編集
後記

　第67号の編集にあたり、無事に発行することができましたことに関係の皆様に心よりお礼申し上げます。今年度も生徒の活躍が多く見ら
れたことで特別寄稿を掲載しておりますので、ご覧いただければ幸いです。今後とも会員の皆様のご指導・ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願
い致します。会員の皆様の益々の御健勝を祈念申し上げます。� 斎藤智洋（第92回卒業）


